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は 8.36±1.40%、自己血糖測定における早朝空腹時血糖値 30 日分を抽出すると
その標準偏差は 47.5±22.0mg/dLであり抗体濃度とは有意な相関が認められた。
また内因性インスリン分泌能とは有意な負の相関が認められ、罹病期間、ベー
スインスリン量、ボーラスインスリン量とは有意な正の相関が認められた。多
変量解析では内因性インスリン分泌能が有意な説明変数であった。インスリン
抗体濃度が高い群では低い群と比較して早朝空腹時血糖変動も大きかった。結
論として、１型糖尿病患者の早朝空腹時血糖変動には内因性インスリン分泌能
がもっとも影響が大きいが、インスリン抗体濃度が高い患者の中にインスリン
抗体の性状によっては血糖変動に影響を与えているものもあることが示唆され
た。 
